定時帰宅者（＝かえる）見える化によるスタッフのNO残業DAYへの満足度や残業に対する意識変化と実績 by 木村 裕美子

















































































































































の残業時間の許容範囲 23% 59% 0% 18%
表1　実際の残務時間 表2　「かえる」の日の残業時間の許容範囲




























































アンケート項目（一部抜粋） 1回目 2回目 前回比
希望表をとってもらいたいか → はい 48% －
帰れていると感じているか → はい 70% 81% 11％↑
自分が「かえる」の日、定時帰宅を意識し
仕事の調整ができているか → はい 100% 100% －
自分のペアが「かえる」の日は、意識し仕
事の調整ができているか → はい 100% 100% －
「かえる」の人がいるチームを意識して、
チーム間同士で仕事の調整ができているか → はい 52% 69% 17％↑
NO残業DAYが開始されてから、自身の「残
業」への意識に変化があったか → はい 59% 81% 22％↑
月1回の「かえる」に満足しているか → はい － 69% －
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を抱えて帰れない現状もあり，各自の業務調整能
力が必要なこともわかった．「かえる」を意識す
ることで自分の仕事の仕方を見直すきっかけにな
り，残業自体を意識した行動がとれることへも繋
がるのではと考え，アンケートでは残業に対する
意識の調査も行っていった．調査にて，「かえる」
がいる人のチームを意識して調整ができている人
が，約半数しかいないことがわかった．後期は「か
える」が周知されることに焦点をあて活動目標を
立てた．1つは「かえる」が周知されること，も
う一つはスタッフが「かえる」を意識した業務調
整ができること．その日の「かえる」が誰かを勤
務者の中で意識できれば，チーム間同士で調整で
きるのでは，又，朝・昼の早い時間からの調整を
行い「かえる」のチームを意識した調整ができる
のではないかと考えた．その結果「かえる」は帰
してあげようという病棟の雰囲気作りになり，「か
える」の人も業務委託しやすく帰れることに繋が
ることを目指した．
　前期の評価を踏まえて，まず意識づけに焦点を
あてたことにより，後期の活動内容を具体的な方
法で計画できた．今では，「かえる」の人が残っ
ていると，声をかけている所を見かける場面が以
前に比べ多くなった．「かえる」を意識すること
で残業への意識に変化があったことも分かり「か
える」が定着してきたと考える．ただ，前期に比
べ，チーム間同士の調整ができていることへの質
問は，アップはしているが31％の人が意識できて
いないのも現状である．「かえる」に対する満足
度への調査では33％の人が満足していないことも
分かった．前期のアンケート調査で満足度への質
問がなく，前半との比較はできないことが悔やま
れる．実際にはまだ，１時間以上帰れない人がい
るのも現状ではあり，コーディネーター任せの
調整となっていることも多い．意識はできている
が，行動にまで移せていない．ただ，残業への
意識調査では前期59％から後期81％へとアップし
22％の人が残業への意識に変化があったことが分
かった．自分の仕事のスタイルをすぐに変えるこ
とは難しいが，意識することを続けていくこと
で，いずれ行動にも移せていけるのではと考え
る．心理学・哲学者のウィリアム・ジェームズの
名言の中に，心（＝意識）が変われば行動が変わ
る・行動が変われば習慣が変わる，とあるように，
このまま意識することを続けていけばいずれ行動
に反映されると期待したい．調査の中で分かった
ことだが「かえる」側に残務を委託することへの
申し訳なさはまだあるが，帰す側の気持ちは，皆
帰したい思いは一緒であり否定的な意見はなかっ
た．スタッフの「かえる」への意識が継続し，帰
る人が気持ちよく帰れるという結果に結びつけ
ば，さらに満足度も上がるのではと考える．そし
て，行動が習慣化されれば「かえる」の対する意
識だけでなく，残業に対するさらなる意識向上へ
も繋がればいいと考える．
　今後の残りの活動の中で，帰れている人の意見
も調査しスタッフに提示していこうと思う．
Ⅶ．おわりに
　活動自体は小さなことからではあったが，小さ
なことの積み重ねが結果に繋がる大事だというこ
とを改めて感じた．
今後活動を継続していくことで，「かえる」に対
する意識や満足度が上がることに期待し，あるス
タッフの意見にもあるように，意識が向上するこ
とで普段の残業時間の短縮への第一歩となればい
いと考える．
